
　

　

　

  

　

　

　

ICHIBA

大阪国際石油精製（株）千葉製油所 ニュースレター

※弊社ホームページ

2022年度

下期号

平素より弊社の操業に対する多大なるご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

コロナ禍が継続しているものの、弊社としましては地域の皆様との交流が従来のように

再開できることに期待を膨らませつつ、引き続き感染拡大防止対策を講じ安全安定操業を

行ってまいります。

今後も変わらぬご理解とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

さて、弊社のニュースレター「ICHIBAN」をお届けしますので、ぜひご覧ください。

地域の皆様へ
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社名(英名)を略して

OIREC(オイレック)

とお呼びください！

そ の３

千葉県高圧ガス保安大会で弊社社員２名が受賞

令和4年度千葉県高圧ガス保安大会※が三井ガーデンホテル千葉にて開催され、高圧ガス

取扱における保安と災害防止に尽力した方々の表彰が行われました。当所からは、社員２名

が功労者に贈られる優良製造保安責任者表彰を受けました。

※ 高圧ガス保安大会： 高圧ガス保安協会が保安意識の高揚と高圧ガスの保安を推進する

目的で、毎年行われている行事

(2022年10月)

今回の受賞者製油２グループ

宮内マネージャー

操油グループ

鮎川マネージャー

優良製造保安責任者表彰

(2022年7月)

安全操業への想いをひとつに「安全大会」を実施

そ の 2

※ 全国安全週間： 厚生労働省が労働災害防止活動を推進し、職場の安全意識の高揚と

安全活動の定着を図ることを目的とした運動。

安全大会の様子

全国安全週間※に伴い、当所内にて安全大会を開催しました。

安全対策・作業の良好な取り組みをされている会社様（テックプロジェクトサービス(株)様、

新日本熱学(株)様）を表彰するとともに、所員・協力会社員全員で更なる安全意識の高揚を

図りつつ、今後も無事故・無災害を継続していく決意を新たにしました。

２０２３年 定期修理計画 ２月２６日（日）～４月２７日（木）

所長を務めております山中です。当所では、2月26日（日）から

定期修理（以下、定修）を行う予定となっております。

本定修は、装置の安全性と信頼性を向上させ、今後も引き続き安全

安定操業を行うために実施するものです。

期間中は周辺道路の混雑など、近隣住民の方々には大変ご迷惑を

お掛け致しますが、これからもエネルギー供給を通じて社会の発展

に尽力して参る所存ですので、何卒ご理解とご協力の程、よろしく

お願いいたします。

そ の１

※四無とは 1.無 事故 2.無 災害

3.無 公害 4.無 コロナ

定修スローガン

【定期修理の目的】

・法規に準拠した開放検査、補修の実施

・長期連続運転のための設備の信頼性維持・向上

・安全性、信頼性および収益改善のための改造工事

・装置のプロセスパフォーマンスの維持、向上

千葉製油所

山中 所長



　

　 　

弊社では「安全」を最優先に、地域の皆様にご迷惑をお掛けすることの無いように操業しております.

万一、何かお気づきの事がございましたら、誠に恐れ入りますが、下記までご連絡を下さいますようお願い申し上げます。
□ 平日・昼間 ： 総務グループ ☎ 23-9580 ■ 夜間・休日 ： 宿日直室 ☎ 23-9370

どろ～ん倶楽部発足 (2022年11月)

「しょちょう～、DX（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）の時代ですよ～

最新の点検手法をとりいれましょうよ～」という所員の声を

背景に、「どろ～ん倶楽部」を発足しました。

高所にある設備の点検は、足場組立に労力と時間がかかるこ

とから、ドローンを活用していこう！というものです。これに

より、費用や点検時間の削減が期待できます。

11月の初飛行で、上空から運転中の設備を撮影し、高所点検

に対して非常に有効であることを確認しました。今後はこの技

術を活用し、点検の効率化、ひいては更なる安全安定操業に繋

げて参ります。

ドローン離陸 初飛行 フレアースタックとドローン

ドローンに装備されているカメラは、光学ズームが200倍

まで可能で解像度も高く、点検箇所を明確に把握・記録

ができる機能を備えています。

当所内の各グループ・協力会社様が、より良

い製油所作りをする為に、日頃の業務改善や

収益改善の成果を発表・共有する場として

「1－Chiba－N発表会」を開催しました。

日頃の創意工夫や成果について、各発表者が

ユーモアを散りばめながら発表し合うことで、

活気ある会にすることができました。

また、優秀な発表には製油所幹部から記念品

を贈呈しました。

これからも日々、変革意識を持ってより良い

製油所を目指して参ります！

いちばん

1-Chiba-N発表会 (2022年12月)※

※「1-Chiba-N発表会」ネーミングの由来
世界で『１』番の製油所を目指す！

『千葉(Chiba)』製油所は、常に変革意識を胸に、新しいこと

（『N』ew）にチャレンジしていく！

その成果を、発表会を通じて所内外に発信していきたいという

想いが込められています。

発表風景

発表者と副所長

弊社幹部、組合三役および協力会社代表者による、新年安全祈願

を大宮神社にて執り行いました。

本年2月からの定期修理を含め、今年一年の安全安定操業を祈願

しました。

新年安全祈願 (2023年1月)

安全を祈願する下村社長
大宮神社にて

第93回都市対抗野球大会(＠東京ドーム）にENEOS野球部が出場

（3年連続52回目）し、所員で応援に行きました。

ENEOS野球部は、見事、9年ぶり12回目の優勝（史上最多記録更新）

を果たし、大いに盛り上がりました！

ENEOS野球部応援 (2022年7月)

優勝記念誌 東京ドームにて応援

田董事長からは「中国石油としても千葉製油所を全力でサポートしていくの

で、これからも安全安定操業に向けて頑張っていただきたい」と、所員・協力

会社様への期待と激励のメッセージをいただきました。

(2022年9月)

※董事長（とうじちょう）： 日本の「代表取締役」に相当

「中国石油国際事業有限公司（PCI）」の日本法人「中国石油国際事業日本株式会社（PCJP）」が弊社の株主

弊社の株主である中国石油グループから、トップを務める田董事長をはじめ

７名の方々が千葉製油所の激励に来所されました（※）。

挨拶をする田董事長

集合写真

でんとうじちょう

中国石油国際事業有限公司田董事長来所


